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　市や社会福祉協議会が主催する手話講習の修了者
などで組織する団体で、10～80代の幅広い年齢層で
構成しています。聴覚障がい者の団体「海老名市聴覚
障害者協会」と連携し、直接障がい者から手話を学ん
だり、交流会を通じてお互いの理解を深めています。
また、市内小学校の「ふくし教室」にも協力していま
す。聴覚障がいは「目に見えない障がい」といわれま

す。あなたのそ
ばで不自由にし
ている方がいる
か も し れ ま せ
ん。気付いたら
積極的にコミュ
ニケーションを
取ってほしいで
す。私たちは、
障がい者も健常
者も楽しく生活
できるより良い
社会づくりを目
指して日々活動
しています。

　筆記通訳は聞こえが不自由な方の「耳代わり」とな
り、話の内容をその場で文字にして伝えることです。
音声内容を要約しながら伝えるため「要約筆記」とも
いわれています。活動場所はさまざまで、場面に応じ
てパソコン・手書きと手法を変えています。また個人
の方へは隣で筆記（ノートテイク）をします。「聞こえ
ないということ」「聞こえないと困ること」「聞こえな
い人すべてが手話が分かるとは限らないこと」などを

多くの方に知ってほ
しいので、聴覚障が
いがある会員と共に
小学校での「ふくし
教室」ほか、いろい
ろな場で啓発活動を
行っています。

聴覚に障がいがある方を、耳となり支えているボランティア。それぞれの団体の会長に活動内容を聞きました。
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みませんか?

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た

い
が
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」と
い
う
方
は
、総
合
福
祉
会

館
で
行
っ
て
い
る
入
門
講
座
を
受
講

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
、海
老

名
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー（
め
ぐ
み
町
６‐３
☎

２
３
２・１
６
０
０
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。耳

マ
ー
ク

聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ

と
と
配
慮
を
必
要
と
す

る
こ
と
を
示
す

ほ
じ
ょ
犬
マ
ー
ク

補
助
犬
の
こ
と
を
広
く

普
及
・
啓
発
す
る
た
め
、

補
助
犬
を
受
け
入
れ
る

店
の
入
り
口
な
ど
に
貼
ら
れ
る

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

聴
覚
障
が
い
や
内
部

障
が
い
な
ど
外
見
で

は
分
か
ら
な
い
方
が
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
す
る
こ
と
を
示
す

「
白
杖
Ｓ
Ｏ
Ｓ
シ
グ

ナ
ル
」普
及
啓
発

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

白
杖
を
頭
上
50
㌢
程

度
に
掲
げ
る
と「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」、助
け
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
味
。
ポ
ー
ズ
と
そ

の
意
味
を
広
く
普
及
啓
発
す
る

聴
覚
障
害
者
標
識

聴
覚
障
が
い
者
が
運
転

し
て
い
る
車
を
示
す

パソコンを使用した要約筆記。プロ
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２
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ソ
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携
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触
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す
。
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。
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な
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。
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。
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。
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。
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・
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わ
る
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ま
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ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
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を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
れ
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そ
こ
」な
ど
の
言
葉
は

使
わ
ず
に
、「
右
側
に
手
す
り
が
あ

り
ま
す
」な
ど
と
具
体
的
に
説
明

し
ま
す
。
手
で
触
っ
て
確
認
し
て

も
ら
う
方
法
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
簡
単
な
も
の
か
ら
少
し
ず
つ

覚
え
、身
ぶ
り
で
補
い
な
が
ら
積

極
的
に
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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覚
・
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覚
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が
い
に
関
す
る
主
な
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ク
を
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介
し
ま
す
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マ
ー
ク
で
知
る
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覚・聴
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今
す
ぐ
実
践
！

視
覚
障
が
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聴
覚
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が
い

ま
ず
は
、声
を
掛
け
よ
う

相
手
に「
分
か
る
よ
う
に
」

具
体
的
な
説
明
を
し
よ
う

「
手
話
」を
覚
え
よ
う

ありがとう

手書きの要約筆記。
投影機（OHC）で筆
記した内容をプロ
ジェクターで投影

毎週㈭㈮の勉強会は海老名市聴覚障害者協
会会員と一緒に

筆記通訳 風
（会員19人／昭和63年発足）

海老名市手話サークル さつき会
（会員101人／昭和50年発足）

手話の分からない人を
「文字」で支援します

「手話」を広めて垣根のない
社会づくりを目指しています

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
は

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
は


